
- 1 -

 
 

国語科学習指導案  
 
 
 
 

 １　単元名　　伝えたいことを短歌にしよう
 

 ２　単元設定の理由
 （１）生徒の実態

　　事前アンケートで、「（作文などを）書くことが好きですか。」という問いに対して「好
　き」、「どちらかと言えば好き」と答えた生徒の割合は２５％だった。徳島県学力ステ
　ップアップテストの記述式問題で、無解答が目立ったことからも、書くことに苦手意識

 　をもっている生徒が少なくないことが窺える。
　　しかし、短歌に関しては、市文化協会の文芸誌に応募していることもあり、生徒にと
　って親しみやすい日本の伝統的言語文化の一つとなっている。今回の学習では、身近な
　ものを題材に短歌を詠むことで、書く楽しさを味わわせたい。自分たちが小学生のとき、中学
　校ではどのようなことが行われているか「わからなかった」、「あまり知らなかった」と９６％
　の生徒が回答したことから、中学校生活に不安を感じている小学生が多いと考えられる。校区
　内の小学６年生が中学校生活に親近感をもてるような、中学校生活の一場面を題材にした短歌
　を創作することで、三十一音の美しい響きを感じ取ることができるのではないかと考える。 
 

 （２）単元観
　　「短歌に親しむ」は、歌人の栗木京子氏による解説文である。近代短歌３首と現代短
　歌２首それぞれの魅力や表現の工夫とともに、季節感から生命、人の生き方、果ては人
　類の未来までを歌う短歌の広がりが語られている。また、「短歌を味わう」では、６人
　の歌人の個性豊かな作品が紹介されている。生徒が自分の心に響く作品を見いだし、読
　み味わうことをねらいとしている。これらの教材によって、伝統的な言語文化の表現の
　豊かさを体験しつつ、短歌の多様な魅力を感じ取り、自分の知識や経験と結び付けなが

 　ら短歌を味わわせたい。
　　そして、短歌を創作することで、自己や他者の心情を捉える感性を磨き、言語感覚を
　豊かにすることができると考える。伝統的なリズムを体感させ、言葉の美しさを感じ取
　る感性を育てるとともに、自らの心情を豊かに表現する力を育み、見慣れた景色の中か

 　ら十人十色の短歌が生まれる楽しさや喜びを実感させたい。
 

 （３）指導上の工夫
 　①主体的に取り組める活動の設定

　　　単元の最初に、校区内の小学６年生に伝えたい中学校生活の一場面を短歌に詠むと
　　いう活動目標を意識させる。本校では毎年１０月に校区内の小学生、保護者、小学校
　　教職員を対象に「○中まるみえ体験入学」が行われている。「○中まる見え体験入学」
　　は、体験授業や部活動見学などを通して、中学校生活に対する不安を和らげるととも
　　に、中学校生活への意欲を高めてもらうことを目的としている。そこで、校区内の小

 　　学６年生に、中学校生活について知ってもらうために短歌を作るという場を設けた。
 　②活動が身近に感じられる動画の視聴

　　　今 SNS を中心に短歌が若者に広がっており、令和の短歌ブームが起きていると言
　　われている。ニュースでも取り上げられた短歌ブームについて動画を視聴することで、

 　　生徒には短歌をより身近なものと感じてほしい。
 

 ３　単元の目標
 (１)　抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに、話や文章の中で使うことを通して、
　　  語感を磨き語彙を豊かにすることができる。　　　　　　〔知識及び技能〕(１)エ 
 (２ )　観点を明確にして文章を比較するなどし、文章の構成や表現の効果について考え
　　   ることができる。　　　　　　　　　　　〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ(１ )エ
 (３ )　文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを
　　   広げたり深めたりすることができる。　　〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ(１ )オ
 (４ )　表現の効果を考えて描写するなど、自分の考えが伝わる文章になるように工夫す
　　   ることができる。　　　　　　　　　　　〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ(１ )ウ
 (５ )　言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を
　　  大切にして、思いや考えを伝え合おうとする。　　　「学びに向かう力、人間性等」 
 

 ４　本単元における言語活動
 　感じたことや想像したことを短歌にする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(関連：〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ(２ )ウ ) 
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５　単元の評価規準
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①抽象的な概念を表す語句 ① 「 読 む こ と 」 に お い て 、 観 ① 進 ん で 短 歌 の 構 成 や 表 現
　の量を増すとともに、話 　 点 を 明 確 に し て 文 章 を 比 較 　 の 効 果 に つ い て 考 え 、 今
　や文章の中で使うことを 　 す る な ど し 、 文 章 の 構 成 や 　 ま で の 学 習 を 生 か し て 短
　通して、語感を磨き語彙 　 表 現 の 効 果 に つ い て 考 え て 　 歌 を 創 作 し よ う と し て い
　を豊かにしている。 　いる。　　　　　(Ｃ(１)エ) 　る。
　　　　　　　　((１)エ) ② 「 読 む こ と 」 に お い て 、 文

　 章 を 読 ん で 理 解 し た こ と や
　 考 え た こ と を 知 識 や 経 験 と
　 結 び 付 け 、 自 分 の 考 え を 広
　 げ た り 深 め た り し て い る 。
　　　　　　　　   (Ｃ (１)オ)
③ 「 書 く こ と 」 に お い て 、 表
　 現 の 効 果 を 考 え て 描 写 す る
　 な ど 、 自 分 の 考 え が 伝 わ る
　 文 章 に な る よ う に 工 夫 し て
　いる。　　　　  (Ｂ (１)ウ)

 
６　指導と評価の計画（全５時間）
時 学　習　活　動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等

 １ １ 　 単 元 の 目 標 を 確 認 ○ 本 単元 で は 、 校 区 内 の 小学 ６ 年
  ・ 　 し 、 学 習 の 見 通 し を 　 生 に伝 え た い 中 学 校 生 活の 一 場
   ２ 　もつ。 　 面 を短 歌 に 詠 む こ と を 知ら せ 、

   　学習の見通しをもたせる。
   

 ２ 　 「 短 歌 に 親 し む 」 ○ 冒 頭の 段 落 に 書 か れ て いる 内 容
  　 を 読 み 、 短 歌 の 特 徴 　を簡潔にまとめさせる。

   　についてまとめる。
   

 ３ 　 ５ 首 の 短 歌 に つ い ○ 意 味の 切 れ 目 に 注 意 し て朗 読 さ ［思考･判断･表現］②
　 て 、 詠 ま れ た 情 景 や 　せる。 ワークシート 

 　心情を捉える。 ○ 本 文中 の 筆 者 の も の の 見方 や 感 ・ 短 歌 を 読 ん で 理 解 し
 　 じ 方が よ く 表 れ て い る 語句 や 表 　 た こ と や 考 え た こ と

  　現に着目させる。 　 を 自 分 の 知 識 や 経 験
 ○ 自 分の 経 験 な ど と 結 び 付け て 感 　 と 結 び 付 け て 感 想 を
 　想を書かせる。感想を交流させ、 　 書 い て い る か を 確 認

  　 読 み手 に よ っ て 感 じ 方 が違 う こ 　する。
   　とに気付かせる。

   
  ４ 　 「 短 歌 を 味 わ う 」 ○短歌を読み味わう観点を示す。 ［思考･判断･表現］①

　の６首の大意を捉え、（ 語 句、 情 景 や 心 情 、 五 感で 感 じ ワークシート 
 　 観 点 に 沿 っ て 鑑 賞 す 　るもの、表現の工夫） ・ 観 点 を 明 確 に し て 短

 　る。 ○ 言 葉の 選 び 方 や 順 序 に どの よ う 　 歌 を 比 較 し 、 短 歌 の
　 な 特徴 が あ る か に 着 目 して 比 較 　 構 成 や 表 現 の 効 果 に

 　させる。 　 つ い て 考 え て い る か
○ 鑑 賞し た こ と を 踏 ま え て朗 読 さ 　を確認する。
　せる。

  ３ １ 　 学 習 の 目 標 を 確 認 ○ 前 時ま で に 学 習 し た こ とを 生 か
   ・ 　し、見通しをもつ。 　 し て、 校 区 内 の 小 学 ６ 年生 に 伝
   ４ 　 え たい 中 学 校 生 活 の 一 場面 を 短

    　歌に詠むことを確認する。
   

 ２ 　 短 歌 ブ ー ム に つ い ○ ニ ュー ス に も 取 り 上 げ られ た 短
  　て動画を視聴する。 　 歌 ブー ム に つ い て 、 動 画を 視 聴

   　させる。
 ○ SNS  を中心にＺ世代に短歌ブー

  　 ム が起 き て い る こ と を 確認 し 、
  　 短 歌創 作 に 取 り 組 み や すく さ せ

   　る。
  ○ Ｚ 世代 が 創 作 し た 短 歌 を紹 介 す

   　る。
   

 ３ 　 題 材 を 決 め 、 決 め ○ 授 業、 部 活 動 、 行 事 、 登下 校 時 ［知識･技能］①
　 た 題 材 に つ い て 考 え 　 の 景色 な ど 中 学 校 生 活 の様 子 が ワークシート 
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 　を広げる。 　 伝 わる 出 来 事 や 場 面 を 考え さ せ ・ 表 現 し た い 情 景 や 心
  　る。 　 情 が 伝 わ る 言 葉 を 選

 ○マッピングで考えを広げさせる。 　 ん で 、 ま と め て い る
  ○ 視 覚だ け で な く 、 聴 覚 や嗅 覚 を 　かを確認する。

  　 使 って イ メ ー ジ が 膨 ら むよ う に
   　させる。

  ○ 短 歌で 表 現 し よ う と す る出 来 事
  　 や 場面 を 決 め 、 短 い 文 章に ま と

   　めさせる。
   

４　短歌を創作する。 ○ 短 い文 章 に ま と め た も のを 五 ・ ［ 主 体 的 に 学 習 に 取 り
 　七・五・七・七の定型にさせる。 組む態度］① 
 ○ 表 現し た い こ と が き ち んと 伝 わ 観察・ワークシート  
 　 る よう に 、 よ り ふ さ わ しい 言 葉 ・ 進 ん で 短 歌 の 構 成 や
 　 に 言い 換 え た り 、 言 葉 の順 序 を 　 表 現 の 効 果 に つ い て

  　入れ替えたりさせる。 　 考 え 、 今 ま で の 学 習
  　 を 生 か し て 短 歌 を 創
  　 作 し よ う と し て い る

　かを確認する。

１ 　 創 作 し た 短 歌 を 鑑 ○ 創 作 し た 短 歌 を Teams  に 投 稿 さ ［思考･判断･表現］③
　賞する。 　せる。 ワークシート･作品 
 ○ 友 達の 短 歌 を 鑑 賞 し 、 コメ ン ト ・表現の効果を考えて、

  　を互いに送らせる。 　 自 分 の 思 い が 伝 わ る
 ○ 鑑 賞す る 観 点 を 事 前 に 示し て お 　 短 歌 に な る よ う に 工

  　く。 　 夫 し て い る か を 確 認
  ○コメントは具体的に書かせる。 　する。

  
２ 　 単 元 の 学 習 を 振 り ○学んだことを振り返らせる。
　返る。

 
 ７　本時の指導

  (１)　本時の目標
　　表現の効果を考えて、表現したい情景や心情が伝わるような短歌を作ることができる。 
 
  (２)　本時の展開

学  習  活  動 指導上の留意点 評価規準・評価方法
 １　本時の目標を確認し、 ○校区内の小学６年生に伝えたい

  　見通しをもつ。 　中学校生活の一場面を短歌にし
　たものを鑑賞することを伝える｡

２　創作した短歌をグルー ○自分の短歌の鑑賞文を書かせる｡ ［思考･判断･表現］③ 
　プで鑑賞する。 ○創作した短歌を Teams に投稿さ ワークシート･作品 

　せる。 ・表現の効果を考えて、
○鑑賞する観点を事前に示してお 　自分の思いが伝わる

 　く。 　短歌になるように工
 ○３～４人のグループを作る。 　夫しているかを確認

 ○友達の作品にコメントを書かせ 　する。
 　る。コメントは具体的に書かせ

　る。

 ３　創作した短歌を全体で ○題材の違う短歌を取り上げる。
 　鑑賞する。 ○どのような出来事や場面を詠ん

 　だものか、どのような工夫をし
  　ているかを考えさせる。

 ○作成した生徒には、どのような
  　工夫をしたかを発表させる。

  
４　単元の学習を振り返る｡ ○今回の単元で学んだことや身に

 　付いたことを記述させる。
○同じ出来事や場面を題材にして
　も、言葉を精選することで十人
　十色の短歌が生まれ、その多様
　性が短歌の魅力だということを
　確認する。

５
（
本
時
）
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 (３)    評価及び指導の例

「十分満足できる」と判断 ・表現したい出来事や場面を具体的に描写し、読み手を
される状況 　意識して鑑賞の観点に沿って自分の短歌の工夫点を書

　いている。
「おおむね満足できる」状 ・短歌にした出来事や場面の５Ｗ１Ｈを想起させ、最も
況を実現するための具体的 　伝 え たい こ とは 何 かを 考 えさ せ る。「 短 歌に 親しむ 」
な指導・手立て 　の解説文を参考にさせる。


